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Ⅰ 「目黒区学力調査」の概要

１ 調査の趣旨

目黒区立小・中学校の児童・生徒に「学力調査」を実施し、児童・生徒の学習状況を組織的・

継続的に調査・分析するとともに、各学校の指導法やカリュキュラムの改善・充実を図り、学

力の定着・向上を目指す。

なお、本調査は、目黒区立小学校の第２学年～第６学年の児童及び目黒区立中学校の全学年

生徒を対象に実施された。

２ 調査の内容

(1) 調査の対象学年及び対象生徒数（本校）

１ 年 ２ 年 ３ 年

対象数 ５６ 人 ６６ 人 ７２ 人

実施数 ５６ 人 ６６ 人 ７１ 人

受検率 １００ ％ １００ ％ ９８．６ ％

(2) 調査内容と実施教科

① 学習指導要領に示された目標の達成状況（観点別学習状況）

② 生徒の学習に関する意識

１年 意識調査、国語、数学、社会、理科

２年 意識調査、国語、数学、英語、社会、理科

３年 意識調査、国語、数学、英語、社会、理科

(3) 実施日

平成２０年４月１１日（金）



Ⅱ 目黒区学力調査等に基づく授業改善プラン
本校の学力向上に向けた視点（学校全体）

指導方法等の

工夫

教育課程編成

上の工夫

校内研修・研究

の工夫

評価の工夫 家庭や地域社

会との連携の

工夫

「楽しい授業」

を通して､学習

内容の確実な定

着・向上を目指

す。TT・少人数

授業・習熟度別

授業を更に工

夫・充実し､「個

に応じた指導」

に努める。

授業時間を確保

するために、教

育相談期間を夏

季休業中に設け

たり、二期制に

伴っての始業式

全体集会等で工

夫を行う。

今年度の研究主

題「確かな学力

を身に付けさ

せ、生きる力を

はぐくむ指導の

あり方―新学習

指導要領の研究

と環境教育・環

境活動の充実

―」のもとで、

研究授業､校内

研修を行う。

各教科で小テス

ト､単元テスト

を行う。評価方

法の工夫及び評

価規準・指導計

画の見直しを随

時行う。

隣接する東京工

業大学との連携

を図る教育活

動、地域の人材

を活用する教育

活動を推進す

る。各学年通信、

学校便りの発行

を通し、家庭と

の連携を図る。

学 校 教 育 目 標

人間尊重の教育を基調として、自ら学び、考え、よりよい生き方を実践で

きる生徒を育成する。

① 思いやり

② 責任感

③ 実行力

教育課程届における指導の重点

（ア）意欲的に学習に取り組ませ、自ら学ぶ態度を身に付けさせる。

（イ）基礎的、基本的事項をふまえて、学習内容を精選かつ定着させる。

（ウ）少人数加配教員や学習指導員を有効活用し、ＴＴや習熟度別指導および少人数指導など、個

人差に応じた指導法の工夫・改善に努める。

（エ）選択教科で、生徒一人一人の能力・適性といった生徒の長所を認め、伸ばす指導を図るとと

もに教科の基礎・基本を徹底する。



目黒区立第十一中学校 第１学年
区学力調査の結果から見られる成果と課題

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科

「話す力・聞く力」

「言語についての

知識・理解・技能」

の到達度が高くな

っている。領域別に

みると、「音声言語」

「言語事項」が高く

なっている。また、

「書く力」「読む力」

の到達度は不十分

であり、「文学的文

章」が課題・復習ポ

イントといえる。

「数学的な表現

処理」「数量，図

形などについて

の知識・理解」

の到達度が高く

なっている。領

域別に見ると

「図形」「数量関

係」が高くなっ

ているが、「量と

測定」に課題が

あり、復習ポイ

ントとなる。

社会科の学習内

容をインターネ

ットなどで調べ

ようとする学習

意欲・態度は

実践を伴って力

をつけていると

言える。その一

方、根気よく地

名を地図帳など

で調べようとす

る意欲には欠け

ている。

全ての観点で目

標値を上まって

いるが、全般的

に補強が必要で

ある。「科学的な

思考、観察・実

験の技能・表現」

の到達度が他と

比べて低くなっ

ている。領域別

にみると、「物質

とエネルギー」

「地球と宇宙」

が低く弱みにな

っており、復習

ポイントといえ

る。

学力向上のためのポイント

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科

少人数授業での

読解や作文等を

行い、人が読め

る文を書くとい

うことに重点を

置き、学習を進

める。意味の通

じる文章を書く

練習もしていく

とともに、朝読

等も利用して

「読むこと」に

親しむ機会をも

つようにする。

計算練習量を増

やし、計算力の

向上を図る。ま

た、授業で小テ

ストを実施し

て、計算方法の

工夫を考えてい

るか、問題を解

いた後、ミスが

ないか見直す習

慣が身についた

かを確認し、基

礎の定着を図

る。

基礎的な知識、

理解を確実に定

着させるために

学習内容を繰り

返し指導するこ

とときめ細やか

なチェックを心

がける。

表現力をつけ

るために、おり

にふれオレリナ

ルの文章を作成

させ、発表の機

会を多く作る。

地図帳や資料集

をできるかぎり

多く活用して

意欲的にデータ

を調べる学習環

境を定着すべ

く、授業の中で

意識付けを行っ

ていく必要があ

る。地名の小テ

ストなどを学習

の中にとりいれ

ていくよう、心

がける。

基礎・基本の確認

と徹底が必要で

ある。小学校から

の復習を取り入

れながら、粘り強

く指導を重ね定

着を図る。個別実

験や確認テスト

を行い、各自が自

分の弱点をフィ

ードバックでき

るように指導し

ていく。また、自

ら発展的な内容

に進めるよう個

人的なアドバイ

スを積極的に行

い「科学的な思

考」を伸ばす。



目黒区立第十一中学校 第２学年
区学力調査の結果（前年度第１学年と比較）等から見られる成果と課題

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科

全般的に学力を

高めていくこと

が求められてい

る。「書く力」「読

む力」の到達度

が不十分であ

る。領域別にみ

ると、「説明的文

章」「文学的文

章」に課題があ

り、復習ポイン

トとなる。

全般的に学力を

高めていくこと

が求められてい

る。「数学的な見

方や考え方」「数

学的な表現・処

理」の到達度が

不十分である。

領域別にみる

と、「図形」「数

量関係」に課題

があり、復習ポ

イントとなる。

「基礎」「言語文

化理解」の到達

度は高い。「応

用」「表現」 の

力が課題であ

る。

歴史的分野で

は、古代社会か

ら中世社会へ移

行する過程で、

武士が成長して

いく過程につい

ての理解が希薄

であることが確

認された。また、

中世の文化の理

解も課題であ

る。

「観察・実験の技

能・表現」「自然事

象についての知

識・理解」 が高く

なっている。領域別

にみると、「植物の

生活と種類」が高く

なっており強みと

いえる。また「科学

的な思考」が低くな

っている。詳細をみ

ると、「身近な物理

現象」「大地の変化」

が低く弱みになっ

ており、復習ポイン

トといえる。

学力向上のためのポイント

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科

基礎学力の定着

を図るため、昨年

度同様人が読め

る文を書く、声を

きちんと出して

話す、ということ

に重点を置き、学

習を進める。意味

の通じる文章を

書く練習をして

いくとともに、朝

読書等も利用し

て、様々な文章に

なるべく多く触

れる機会をもつ

ようにする。

昨年度同様、基

礎学力の定着を

図る必要があ

る。そのため、

分からない問題

や間違えた問題

は繰り返し練習

をして、基礎学

力の向上を図

る。図形では基

本的性質を明ら

かにし、図形の

論証では筋道を

立てて考える力

の定着を図る。

さまざまな場面

や条件に応じた

英文を書けるよ

うに指導する。

既習の語句を用

いて英文を書か

せ、書いたもの

を発表すること

で力をつけさせ

る。

歴史的分野で

は、平安時代か

ら鎌倉時代へ移

る過程で、武士

団が成長してい

く点について、

教科書の音読な

どをくりかえし

行い、また、歴

史資料を多く

紹介して理解を

深めさせる。

昨年度は補強が必

要だった「観察・実

験の技能・表現」「自

然事象についての

知識・理解」が高く

なっているのは、少

人数授業により基

礎学力が定着した

成果と思われる。今

年度も「物理現象」

「大地の変化」等に

ついて粘り強く繰

り返し学習を行い

身につけさせてい

きたい。特に、実験

ができない領域に

ついては視聴覚教

材等を適宜利用し

て理論的に現象面

をとらえられるよ

うにする。



目黒区立第十一中学校 第３学年
区学力調査の結果（前年度第２学年と比較）等から見られる成果と課題

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科

「書く力」「読む

力」の到達度が

高くなってい

る。詳細をみる

と、「音声言語」

「説明的文章」

が高くなってい

る。また、「言語

についての知

識・理解・技能」

は不十分であ

り、「言語事項」

が課題・復習ポ

イントといえ

る。

「数学的な見方

や考え方」「数学

的な表現・処理」

の到達度が高く

なっている。詳

細を見ると、「数

と式」「数量関

係」が高くなっ

ている。

観点別に見る

と、「理解」のリ

スニングや、「知

識理解」の達成

度が高くなって

いる。全体的に

目標値を上回る

っているため

め、大きな補強

ポイントはな

い。

観点別に見ると､

「 社 会 的 な 思

考・判断」「観察・

資 料 活 用 の 技

能・表現」が高く

なっている。詳細

を見ると「地理・

地域の規模に応

じた調査」「「歴

史・近現代の日本

と世界」が高くな

っており強みと

いえる。全体を通

じて大きな補強

ポイントはない。

「観察・実験の技

能・表現」「自然

事象についての

知識・理解」 が

高くなっている。

詳細を見ると、

「化学変化と原

子・分子」「天気

とその変化」 が

高くなっており

強みといえる。ま

た、全体を通じて

大きな補強ポイ

ントは見つから

ない。

学力向上のためのポイント

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科

少人数授業での

読解や作文等を

学級・学年単位

での討議や発表

等を引き続き行

う。また、意味

調べや反復練習

等により、語句

や漢字等の「言

語事項」の定着

を図る。

基礎クラスは、

練習量を増や

し、自分の課題

を見つけ、問題

集等で補充し、

さらなる習熟を

高める。また、

発展クラスは、

公式をただ利用

するだけでな

く、帰納的に導

き出す力を身に

つけ、より理解

を深め、応用力

の向上を図る。

普段の授業やテ

ストの結果等を

見ると、英作文

や、対話文等の

長文読解に課題

が見られる。

きちんと文法を

理解した上で、

きちんと書ける

こと、長文を読

んできちんと内

容理解できるよ

う、指導をして

いく。

全般的に知識の

定着は概ね良好

といえる。歴史､

地理における思

考力、資料活用

能力などは十分

伸ばす必要があ

る。今後の公民

の少人数授業の

中で、統計や資

料の読み取り、

分析をきめ細か

に行い、指導を

強めていく。

今回の調査では概

ね良好だったとは

いえ、基礎的な領

域がすべて理解さ

れているとは考え

られない。特に、

凸レンズの作図や

電流グラフの作

成、計算等はなか

なか理解されにく

い。少人数の利点

を生かし、たくさ

んの演習問題をこ

なすと共に、実験

結果の理論的位置

づけをしっかりと

説明付けられるよ

うにしていく。


